
第３学年「いちばん重いのは？」利用案 

江東区立八名川小学校 黄地 健男 

【学習のねらい】 

  身の回りにある物の形や体積、重さなどを比べる活動を通して、物は体積が同じでも

重さが違うことがあることについての見方や考え方をもつ。 

【番組の利用にあたって】 

  第二次を学習した終末に本番組を視聴させることで、身の回りにあるいろいろな材質

を使った実験をすることができる。また、番組後半では、肉１０ｋｇと綿１０ｋｇの体

積を比べてみるなどの内容がある。学校では、なかなかできない体験を本番組を視聴す

ることで、その理解を助ける。 

○：学習活動 ◇：支援 ◆：番組 ■：クリップ ▲：ワークシート 
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○金属１ｋｇと綿１ｋｇを比べ、体積と

重さの関係について話し合う。 

・同じ重さでも材質によって、大きさが

ずいぶんと違う。 

・同じ大きさだと重さは同じになるか。 

 

 

 

 

 

実験１ 

○材質の違う物でできた同体積の物を

手で持ち、重さ比べをする。 

・金属が一番重いのではないか。 

・塩と砂糖ではどちらの方が重たいか。 

・同じ体積でも重さは違うのではない

か。 

○電子てんびんを使って、材質の違う同

体積の物の重さ比べを行う。 

・ 

 

 

 

 

 

◆「いちばん重いのは？」 

番組視聴〈10分〉 

◇小さくて重い物や大きくて軽い物な

ど、意外性のある物を準備する。 

◇木・ガラス・プラスチックなどいろい

ろな材質の物を用意する。 

◇塩・砂糖など同じ重さでも体積があま

り変わらないと思われる物を提示し、

考えさせる。 

◇「体積」という用語について確認する。 

 

 

 

◇どれが重いか、自分なりの予想を持た

せてから手に持って体感させる。 

 

 

 

 

◇カップを用意し、塩・砂糖などの細か

い物をすりきりで入れて、同体積の物

を作ることができる。 

◇教材メーカーから販売されている、材

質の違う物でできた同体積の物（球・

立方体・直方体など）を活用すること

も考えられる。 

 

◇番組を視聴し、実験を振り返ること 

で、学習内容の定着を図る。 

物は、体積が同じでも重さが違うのだろうか。 

物は、体積が同じでも重さが違う。 


